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車体工業会の会長を務めております久保地でご

ざいます。

本日は、社団法人日本自動車車体工業会の第 38

回通常総会を開催するにあたって会員の皆様方に

はかくも多数ご出席いただきまして、誠にありが

とうございます。

さて日本経済は昨年後半から、サブプライムロー

ン問題に端を発した米国金融不安、原油や原材料

の高騰、円高の進行などにより急減速してしまい、

国内自動車登録は 343 万台と 33 年前のレベルに

まで落ち込んでしまいました。特に商用車に関し

ては、ＮＯｘ・ＰＭ法による代替需要が終了した

ため普通貨物車は 18％減の 16 万６千台、うち中

大型貨物車は19％減の８万５千台となっています。

なお、当会会員の生産台数をみますと前年度比で

約４％増の 281 万台強と３年連続で増加しました

が、増加のほとんどは輸出の好調な小型の委託生

産車となっており、当会特有の非量産車では 14％

減の 18万台となっています。

当会の会員状況をみますと、昨年度は５社入会、

４社退会と１社ではありますが、12年振りに増加

させることができました。また会員カバー率に関

しまして今年度再調査した結果、小型車の委託生

産分を除いた正会員の売上げ高カバー率で 94.3％

と、日本の車体業界のほとんどをカバーできてい

ることが確認できました。

このような中、昨年度、当会は

（１）非会員を含む不正な二次架装の根絶

（２）環境対応自主取組みの推進

（３）会員への支援サービスの向上

（４）当会活動の活性化

の４項目を重点活動として取組んできました。

（１）「非会員を含む不正な二次架装の根絶」に

ついては、昨年度と同様に各地域単位での販売店

合同研修会をはじめ、新聞や雑誌への広告掲載、

各種パンフレットの作成等を実施し、会員以外を

含めた業界全体への再徹底活動を進めてきました。

その結果、上期の実態調査では課題として残って

いた販売店営業マンからの改造要請も下期調査で

はゼロとなり、やっと根絶できたと判断しており

ます。

しかしながら業界全体での根絶の完全な定着の

ためには、もう少し活動を継続していく必要があ

ると考えています。また会員企業が過去に関与し

た不正な二次架装車両の是正処置は、関係会員の

ご努力により、３月末で 90％を越え、ほぼ終了さ

せることができました。一部にお客様の特定困難

な車両や、対応の遅れている販売会社もあります

が、これは個別フォローを継続していくことにし

ております。

このように一部に長年の悪しき慣習として残っ

ていました「不正な二次架装問題」と決別できま

したことは、たいへん喜ばしいことであり、対応
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2008 年度 総会挨拶

会　長　久 保 地  理 介
（トヨタ車体㈱ ・取締役会長）

に取組んでこられた会員の皆様のご努力に感謝申し

上げます。

（２）「環境対応自主取組みの推進」のうち CO２排

出量削減については、会員企業の省エネ設備導入を

はじめ数多くの改善策を積み重ねた結果、CO２排出

原単位では基準年度の 1990 年に比較し 38％減少

という大きな成果を得ることができました。しかし

ながら、この間の生産量が約 1.7 倍にも増加したた

め、排出総量ではまだ未達となっており、会員企業

での更なる削減検討や関連団体含めた全体での対応

検討を進めております。その他、塗装工程ＶＯＣ排

出削減、産業廃棄物の削減、商用車架装物リサイク

ルへの自主取組み、環境負荷物質の使用削減等につ

いても概ね計画どおりに推進させることができまし

た。

今後ますます環境問題が注目される社会情勢にな

ると思いますので、今後とも環境対応を一層充実さ

せて取組みたいと考えております。

（３）「会員への支援サービスの向上」に関しては、

昨年度は特に会員への技術的支援の面が充実できた

と考えています。具体的には中央技術委員会が主体

となり、法規改正時の分り易い会員説明、環境対応

情報の展開、リコール業務の進め方の判りやすい指

導等が充実できました。また会員向けの講演会も定

例化でき、初の会員による会員向け技術発表会も盛

大に開催することができました。

（４）当会活動の活性化に関しては

①部会活動充実化、②支部活動充実化、③事務局

強化、④広報活動強化、⑤会員カバー率の向上に取

組み、いろいろな面で成果が出せたと判断しており

ます。

なお当会は今年、設立 60 周年となり、人間で言

えば還暦という大きな節目を迎えることができまし

た。これもひとえに皆様の長年のご協力の賜物と深

く感謝申し上げます。

現在、これを記念して車体産業技術史や年表の制

作を進めておりますが、秋には記念式典も計画して

おりますので皆様の参加もお願いいたします。

さて、本年度の商用車市場は、残念ながらまだ低

迷が続くと予想されており、鋼材をはじめとした原

材料価格の更なる値上げや環境対応でのコストアッ

プ要因も加わり、会員企業の経営の厳しさは当面続

く見込みとなっております。

この厳しい状況の中、当会は「環境対応と安全対

応」の社会的責任を果たすとともに、「車体工業会

の活性化」を重点課題として取組みますが、その活

性化に最も重要なことは「会員企業の繁栄」である

ことを念頭において、皆様に一層役立つ車体工業会

を目指して活動を進めてまいります。

会員の皆様方には、一層のご支援、ご協力をお願

い申し上げまして挨拶とさせていただきます。

「会員企業の繁栄」を念頭に
一層役立つ車体工業会を目指して
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